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論 文 内 容 の 要 旨
近年コレステロール胆石症は増加の傾向にあるといわれ, また本庄が他の多 くの疾病の原因になるにも





- ル胆石形成との関係を, 食餌中の炭水化物源および脂質源との関連において解明し, 更に炭水化物源と
してのグルコースのコレステロール生合成におよぽす促進効果のメカニズムについても考察を加えた｡
1. 無脂質食で飼育した場合, 炭水化物源としてグルコースを用いると高率に (86%)コレステロール
胆石の形成を認めたが, 澱粉を用いると胆石の形成は全く認められなかった｡ また高率に胆石を生じる無
脂質グ ルコース食でも, リノ- ル酸エチルの添加 (5% ) はコレステロール胆石の形成を完全に抑止した
が, パルミチン酸エチルの添加ではこの様な効果は認められず,85% の高率に胆石を生 じた｡
2. これらの食餌条件下でのコレステロール生合成を肝切片を用いて調べると, 無脂質グルコース食で







4. 胆打療ハムスク- で調べると, コレステロ- ル胆石を生 じる食餌条件下では胆石を生じない食餌条
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件下に比べて, 血管内投与された放射性コレステロールの胆汁コレステロール分画- の排漸 ま多かった.
5. コレステロール胆石を生じる食餌条件下では, 胆汁中コレステロ- ルの増加とそれに伴う胆汁酸対
コレステロール比の低下がある事, 血清コレステロ- ル値の上昇が認められない事等と本実験結果とを考
えあわせると, 肝で過剰に生合成されたコレステロールは血液や肝に蓄積されずにコレステロールのまま
で胆汁中に排潤され, 胆汁中のデタ- ジェント対コレステロ- ル比の低下というアンバランスを通じてコ
レステロール胆石形成に関与するものと考えられる.
6. 炭水化物源としてのグルコ- スは澱粉に比べて, 肝切片での酢酸からのコレステロール生合成を著
明に克進するがメバロン酸からのそれは先進しない事, NADPH生成系添加の有無にかかわらず肝 ホモ
ジネ- トでも酢酸からのコレステロ- ル生合成を先進する事, NADPH生成系である肝のグル コー ス6
燐酸脱水素酵素活性に差が認められないこと等から, グルコースによるコレステロール生合成の克進は補




連した肝におけるコレステロ- ル生合成の冗進による事を実験的に明らかにし, コレステロ- ル胆石症の
原因解明の上で新らしい重要な知見が提供された｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
さきに日笠らはコレステロール胆石形成に食餌因子が重要な役割を涜ずることを兄いだしているが, 主









3) またグルコースは肝切片において酢酸- コレステロール生合成過程を克進せしめるが, メバロン酸
- コレステロールへの過程は促進しないから, この際のコレステロール生合成の先進は補酵素 NADPH
レベルの変動によるものではなくメバロン酸より前の酵素活性の上昇によるものであろうと結論した｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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